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五島勉著の V ストラダムスの大予言/'は、この予言集を解き巧かし 


恐るべき人類の未来を、世に問いかけたものである。 
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このをがの予言を人類の英知で覆せるか。 
文豪ゲ—テも「ファウスト」で*偉大かと絶賛 
した的中率の予言が現代社会へ警告ツ 


♦森村誠 I 巧評 . 

一読して、背すじが寒くな 
つた。 まさじ 空前絶後の大 
予言集であり、恐しいこと 
ばかりで、それが、すべて 
的中している。 


>地球は冷え、乾き、人々の飢えは近い/ 







¥550 


第香、早< 吏ストセラ1/ 


五島勉41西丸震哉 

『ノストラダムスの大ず言』で日本中に警鐘 
を鳴らした 五島魁が 西 丸 震哉とともに 夕そ 
の人類滅亡の 予言-を 科学的 じ 解明グ 
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〈製作〉東宝映像株式会れ-東宝映画〈配給〉東宝株式会社 















「大予言-の今日性 


製作者 

田中ち 
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「大予言」を映画化したいと考えた第 I の理由は、一九九九年に人 
類が滅亡するという"大予言*の今日的な意味で あリ ます。 

人間が自ら築き上げた文明と科学のために t びるという現代的な 
テーマに大変興味を持つたわけです。 

滅 t の原因は何か？ 

水寒戟争、公害、異常気象、惑星の地球蕾突などいろいろの説が 
ありますが、それらの起こり得 •へき 可能性を、科学的根披じもとづい 
てスペクタクルに t リ 上げ「日本ホを」に捷いて更にそれを上 遺 わる 
特撮巧術を完がさ廿て日本映画の新しいジャンルを切リ開.いて 斤き 
たいというのが私の念顧です。 

「大予言」は、あくまで一〇〇パ—セント観客にサ—ビスする超 
大型のスペクタクル娛楽作品ですが、テーマが社会的大問題である 
だけに\極めて慎重に扱わなければなリません。そのため脚本 づく 
リにあたつては、多くの専門家の意見を聞き、科学者や作家の方々に 
特別スタッフとして協力をお願いしました。 

またわれわれスタッフも製作にあたリ専門家の諸先生から基礎知 
識としていろいろご意見を伺いましたが、その実体というものはま 
ことに驚愕の一語につき、人類は本当にこれでよいのか？と痛感し 
たわけです。 

この映画に巧するわれわれの製作姿勢は、単なる予言のための予 
言映画ではなく、あくまで科学的なデ—夕—をふまえたものでなけ 
ればなリま廿ん。 

あリ得るかも知れめ未来の危機を描くことで、危険な曲リ角にさ 
しかかつている現代文明に、一つの警鐘を巧ち鳴らしたい。 

娛楽性の中に今日的なテーマを生かし、この映画を面白く見終つ 
た人々が\人間の未来のあリ方について、何ものかを感じ、考えて 
もらえれば望外の喜びです。 

人類は、果して地球上に生き残ることが出ホるのだろうか？ 


無関瓜の罪 


脚本家 

八住利 
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ノストラダムスが大予言者であったということは、間違いのない 
事実である。彼の数々の予言は、彼が生きていた四百年前から今日 
までの歴史の上で、多くの事実となって現われている。 

しかし、「 I 化九九年のセの巧に恐怖の大王が降リて来て、地球が 
滅 t する一というノストラダムスの予言を、私はそのまま信じてい 
るわけではない。そんな予言を事実にさ廿ないために、この映画が 
製作されるのだと言えるだろう。 

ということは、 I 方にがて、このまま放っておいたら人類の全滅 
はあいという現象が数限リなく、存在しているからである。それは 
公害その他である。 

その他という中には核戦争もあるが、私は、核戦争が起こるとは 
思っていない。誰が何と言おうとも、人類の英知というものを信ず 
るからである。 

しかし、わが国の公害問題"たけに限って考えてみても\それは全 
く背筋が寒くなるような恐ろしさに満ちている。私は脚本を書く前 
に、専門の先生たちにいろいろの話を聞いたが、科学者たちほど、 
わが国の前途というものに巧して悲観的であった。 

わが国で経済高度成長がとなえられてから\まだ僅かな 年月し か 
経っていない。が\ GNP はおどろくべき伸びを見せた。いろ'^ 
の公害は、テの必然的な結果である。 

経済高度政策をとったのは政治家たちだが、そのような政治を許 
したのは、結局、人間の物質的な欲望である。それが ここまで 来て\ 
人間自身の無限の欲望がその結果に復警されているわけである。 

もっとも公害というものは、高度成長政策^前からあった。そし 
て义\私たちが光化学スモッグによって、公害を身近なものに感じ 
はじめた：^前に、たとえばミナマタ病はすでに存在していた。ただ 
私たちが無感ムだっただけである。この映画が現在もつづいている 
その無関ムをうち破るきっかけになってくれたら、あリがたい。 
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これは\人類の滅 t を真正面から捉えた、 
tt 大な恐怖□マンである。 

自らの手で自らを谋ぼしてゆく人類。その 
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支豪ゲ—テは、名作-ファウスト」の中•て 
こぅ書いている"それ脱け出廿、広く開かれ 
た世界へ、ここに神秘にみちた本がある。ノ 
ストラダムスが手ずから誌した、かの偉大な 
る本だ。おまえの\これからの案内役として 
は、この本が一冊あれば十分ではないか A 
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不気味な実感とともじ 


特殊技術監督 

中野昭慶 

超紫外線の直射によって、みる^^茶褐色に変色してゆく街路樹 

や緑の山なみ-この映画の一場面であるが、大気中の有害物質 

や\地中の毒物によって枯れた樹木を見馴れている私にとって、そ 
う驚くほどの場面ではないと思ったのが間違いであった。 

先ず、緑を変色さ廿るのに、塗料を使ったのでは現実感がないの 
で、自然に枯れて ゆく のを待つ ことにした。しかし、 十日も二十日 

も待つわけにはいかない。短時間で自然に枯らすには . そこで 

思いついたのが毒性のあリそうな化学薬品であった。塩酸、硫酸、 
硝酸、アンモニア等にヒム□わの苗木の根を浸して、緑の葉が枯れ 
てゆくのを待つことにした。貴重な苗木をこんな風に扱うのはいさ 
さか残酷に思えたが仕方がない。罪の意識に苛まれ乍ら、四十五時間 
待ったが、一向に変色のきざしはない。遂に S 日間放置したが、緑 
は依然として緑であった。根と茎は完全に枯れて真っ黒になってい 
るのだが、葉は鮮かな緑のままであった。この驚くべき緑の生命力 
に、私は嗤然となったのである。あらゆる生命の源である緑なれば 
こその強さであろう。今\人間は、その緑を枯らすほどの猛毒を空 
中に、地中にばらまいているの"た。ノストラダムスの予言が身にし 
みた一瞬であった。 

そんな折も折、此の間は実際に硫酸の雨が降ってきた。あれがも 
し、濃硫酸に匹敵する濃度であったなら、葉っぱの緑は枯れなくても 
人間の皮膚は焼けただれ、それ こそ 茶褐色に変色してしまったろう。 

全人類が滅 t するなどということは誰も信用しないかもしれない。 
しかし、「大予言」が これ だけ話題になるのは、そんな予感のする 
出来事が現実に頻繁に起こつているからではないだろうか。異常気 
象による天変地異はどんなことが起こるか想像もつかない。今回の 
特撮の見世場はその異常気象と核爆発であつた。私自身何か不気味 
な実感をもって撮リ終えたのである。 


今こそ英知を 


監督 

が田 


nu 

ネが 


結婚した頃、僕は妻に子供は作らないよと言っていた。原爆の後、 
水爆が出来て、その実験に世の中が騒然としている時だった。青年 
の僕は本当にこわかった。人間にもいろんな種類がいる。核をあつ 
かう人間の中に、ひよっとしたらおかしいのが居るかもしれない。 
又いくら万全を期しても人間のやる事だ、いつ、どこで、過失によ 
る爆発が起きるかもしれない。こんな恐怖の充満している世界は、 
俺だけで沢山で、きっと可愛いであろう我が子を生み出すなんて、 
とんでもないとかたく思っていた。それが、今や人並みに家庭を作 
リ、成人した息子、娘と口喧唾などしながら、ぼんやリと高度成長社 
会と言う中で太平な日々を送っている、全く変リ果てた我が姿であ 
リます。ちよっと考えて見れば、今の時代の怖ろしさは、その当時 
とは比較にもならない程なのに……分ってはいても、実感として生 
きていない、その人間のゴウのようなものが、本当は一番怖ろしい 
と思います。 

この映画を演出するにあたリ、僕はごく普通の男なので、大予言 
などというオカルトの世界は信じ切れないのですが、ド□繩式にい 
ろんな本を読み、学者識者の話を聞き、現在私達の生きている地球 
が、その中でも特に日本が如何に悪い方向への急斜面を転がリ落ち 
ているかを知リ、悚然としました。テの怖ろしさの実感を少しでも 
観客の皆さん方に分って頂きたいと思ったのです。 

劇映画ですので、多少の誇張はあリますが\基本的な姿は歪めて 
ない積リです。 

映画の中の主人公も繰リ返し言っているように、人間が作ったもの 
に人間が化されている事の愚かさ、何とも納得し難い現在という時代 
を、見直して頂ければ有難いと思います。そして、一人一人がなん 
とかしなけれぱいかん、それも今のうちに、と考えて頂ければと願 
っておリます。 










動植自娘そ木井ま大巧 
衛 % 


物物 


隊‘ 


の娘の 

学学. 

隊 

者者長夫 


憲 

丘 

少 

妻田原おおを 


援をお西西中西 


f 

雪化遅加稲る志中平加小平下鳥麻音お武佐竜 W 小原义田を由司黒丹 

£が美藤村が村村田藤ま田川居里巧巧藤木時木原田野遠口美巧波 

恵 国が和昌た未小昭辰巧と义章勝義を四 かま年哲 
喜代 も米 わ 

介お泰夫子彦香つ S 子博彥平靖恵子純生彥勝朗剛まが実香る子男郎 



小増村 K 西钟巧中巧钟八田田 石半西磊き根 

島尾木尾垣田野野野田を中中 川巧え慧筋本 

真 与 六利義昭義利利 ち 香 養守 m 

四 

二鼎郎楚郎雄光慶光雄雄収幸 司良を弘昭ま 


攘川田池井山富 
田化中田上本岡 
啓綻一泰泰 素 
助一清平幸武敬 


ナ官環開総軟警 

レ房が発理体" 

I 庁" 官 
夕長長大大人^^ 

I 官官臣臣間置台 


岸内鈴お山中わ青鈴 

田藤木良村野井木木 

今武瑞を宣敏治 
日 太 

子お穂郎聪、之勇夫夫 


撮監協特 
力技 

臣と臣と 

影督督督 





四国のハスガイド 
組合長. 兰 治 
妻•勝子 
病院•院長 
田 山 
浜 子 
学者 A 
" B 
" C 
" D 


—キャスト— 

山良玄•玄哲•玄 

川 巧 . 

山伸な{良ちの妻】 
山まり子〔良玄の娘】 
リ ん I 玄をの妻】 
武 I 玄哲の子供 
を【1】 . 


〔田山の妻〕 


A 国代表 . ジョージ . F •フリム 

黒人代表 . ゥィリ— •ドーシ— 

1|ユ I ギニア調査隊員〔1〕 . セテラ•トニー 

" 〔2〕 . ロルフ•ジエッター 

" 〔 3〕 ... フランツ•グル I バ I 
" 〔4〕ライナ I •ダッシュマン 


富田 動 
東宝録音センタ I 
小川信夫 
石月美徳 
岡田义亮 
村上义之 


I スタッフ I 

特別スタッ I 

異常気を . 

植物社会学 . 

超巧学現を . 

食生態学 . 

^ « . 

^ « . 

スタッ I 

K ^ . 

. 

構成•脚本 . 

S . 


妻 

録 

照 

音 

整 

編 


術 

音 

明 

楽 

音 

集 


フチ—ル 
監督か手 
製作担当者 


撮 


寝 

照 


特殊技術 スタ 'W 

影 


術 

明 


フチ—八 
監督助手 
製作担当者 
















































































































































ものがたり 

東京の街中にある\西山環境研究所。所長の西山良玄は今日も若い所員 
を指揮して、大気汚染の分析にとリくんでいる。そこへ、夢の島にへんな 
動物発生/の報ら廿があリ部屋をとび出した。現場では自衛隊 員が 出動し 
火焰放射器による大規模な焼巧ち作戦が進斤していた。 

「キ ャッ— /」同行の娘まリ子の恐怖の声で一同がその場でみたものは、 
長さ一一一十糖もある無気味な大ナイクジであった。 

テの夜、大ナ^クジ発生の原因について、良玄は、我々の食物の中にま 
用されている蛋白質防腐剤 AF 2" か影響しているかも知れない。また「大 
気中には既に五千万トンもの汚染物質が充満している。これが限界に達し 
何かが引金となって、どっと降リ落ちる事"たって考えられなくはない、そ 
うなると、東京は、いや、日本中がアフリカの砂漠のように死にたえてし 
まう……」と高度成長経済の遺産である公害の深刻さを説く。 

良玄の企業に巧する容赦ない公害摘発の態度に巧しての報復も始まった。 
所員のなかには企業側の卑劣な脅迫に耐え きれず、 研究所を さるわの も あ 
らわれてきた。工場排水の採取も企業内労組員達の妨害で困難に なって き 
た。しかしこのまま自然破壊や大気汚染が進めば、異常気象の原因と もな 
リ、旱魅や冷害、洪水を招き人口増加に伴う深刻な食糧危機となる。地球 
破滅、人類滅 t の日はソストラダムスの予言通リ確実に近い将来現実のも 
のとなる/良玄は学者の立場から、精力的にそのことを訴え続けた。 

良玄の娘まリ子は、報道キャイラマンの中川と将来を誓い合っていた。 
中川の故郷は豊かな漁村で父はその漁協の組合長として平和な暮しが続い 
ていたが、ある日突然襲来した茶褐色のか fE ——赤潮の発生は一夜にして豊 
かな海の資源を全滅させてしまった。漁夫達は怒リと悲しみと絶望の中で 
自殺しようとする者まで現われだした。 

ある地方では奇型児出産率が一一一〇%を超えた。植物人間や人間が 縮んで 
しまう新しいクル病の発生。一夜にして大発生した未知の雑草と テの 被 
害。一つの能力が異常に発達した子供の出現。例えばホいてはいるのだが、 
物凄いスピ—ドで走る子供。ジャンプカのみ異常に増大したかの子。電子 
計算機に劣らめ計算能力をもつ幼児……等、異常で奇怪な事件や現象が日 
本各地で起リ始めていた。閣僚のひとリ開発大臣はノイ □1 ゼが昂 じて 狂 
い出してしまい、自宅の松の木の上で痴呆のような状態になる あリ さまで 
あった。 

一方、世界を襲う異常気象は- 

エジプトのピラミッドに吹雪が舞い、大洋がみるみる氷結して巨大客船 
を氷でとざしてしまった。蓄積されたスモッグは、厚い層雲となリ太陽光 
















線を反射 \ 地球は急速にがえ出したのだ。束南アジアに起つた大旱魅は一千 
万人近い人々を餓死線上にさまよわせていた。 

成層圏に蓄積した原子灰が、ジェット気流にのリ、ニユ—半ニア地方に 
集中的に落ちた形跡があつた。異常現象調おのため派遣された国連調査团 
は全員消息不明となつてしまつた。良玄も参加して搜索\救出のため第二 
次派遣面が編ホされ、ボートモレスビ—へと出発することになつた。 

現地じ到着した謂査団の目じ映つたのは、巧のジャ、 V クルであつた-緑 
の木々は I をして茶色の枯木となつていた-巨大な肉食樹、大コウモリの 
襲ホ、豪雨のようじ襲う大捂の大群 これらは巧射能汚染じよる*;植巧 
の異変としか考えられない-ケ□イドでイピッじ歪み、えのを膏はその上 
に n ケのような t のが生えているを住民の奇おな姿' しか t 血じ餓えた巧 
等は調査団に襲いかかリ、調査団との間に巧閱が演•しられ、この世の地獄 
図絵がくリひろげられた：信じられないことに、襲つて来た原を民の中じ、 
野獸と化した良玄の弟子大根のをリ果てた姿があつた： 

空では成層圏を飛行中の SST のエンジンが突然爆発し、オゾン帯を破 
壊し、太陽の紫外線が地表を直射、白化が閃き\風景が白くすつとぶ。人 
人は本能的に影の部分に逃げこむが、男女の顔や露出した腕の皮膚は赤く 
焼け、わずかにただれている者もいる。 

街路樹はみるみる赤茶けた色に焼けてゆき森林も赤褐色に変形し\北極 
では氷山が溶けだしおびただしい流氷がアイスランド沖を南下し始める。 
沼沢地は干上リ\東京の街にも突如猛烈な±砂降リの雨が降リ始める。ホ 
国ミシシッピー流域は大洪水に襲われ穀倉地帯全滅、カナダ五大湖の氾濫に 
よる小麦宝庫地帯の潰滅が態等の ニ ユ—スに加えて、オーストラリヤ\ソ 
ヴィエトも異常高温の旱魅による世界の主要食糧生産園はほぼ全滅の状態 
となる。都市は完全なパニックが態となリ食糧確保のため群集は、食糧倉 
庫やス I パーマーケットを襲う。を乱の下界の騒動に呼応するかの如く、 
太陽が濃いスモッグに被われて\青緑色に変リ\街全体が青緑色になつて 
ゆく。その変色した街の上に、百八十度逆転した柬おの街が空に映つてい 
る。不吉な天を地異の前ぶれとしか思えないような現象が相つぎ人ムは不 
安、動揺、索乱の極に達している。 

その他、津波、地震、火山爆発など\世界み地で起こリつつある現象は\ 
すべて一つので向を指していた——人類滅亡——それは或る日突然やつて 
来た。思いもかけめ恐るべき事件が全世界に起こリ、地球は火だるまとな 
つて滅びていつた。 

わずかに東京と分る、見渡すかぎリの瓦礫と化した廃墟。もそもそと地 
中からはい出して来る異様な軟体動物。 

それは、人間のなれの果てなのだろうかリ. 

また、人類のあとを継ぐ新しい生物なのだろうか？ 

















ミシ H ル•ド•ノストラダムスは、一五 o 三年に生まれ、 I 五六六年に死んだフランス 
の医者で ある。 日本でいえば足利時代の末期から織田信長の活動の初期のころまで生きて 
いたことになる。 

教育を受けたのはモンペリエ大学で、子供のころから神童のほまれが高く、この大学で 
でも開校1^来の天才といわれた。 

彼の住んでいたサ□ンという町には当時ペストが大流行し\ ノストラダムスの妻アドリ 
エットと二人の愛児もその悪疫の犠牲となった。そのショックもあって医師としての彼は 
ペストの治療に全力を傾け\見事 この 疫病を全滅した。その時、 「やがてこのような 治療法 
はパスツ—ルによって平常のものになるであろう」と語ったといわれるが、その言葉どお 
リニー百年後パスツ ー ルの出現とともにテれは実現した。 

ノストラダムスが死後四百年攻上も経つ今日でも有名な のは、 医師と しての 業績よ リわ 
「大予言者」 としての 方である。 

サ□ンの町での予言があまリにも的中するために、その名前はついに宮中にまで聞え、 
当時の国王アンリーニ世に召し出されて数年の宮延生活を送るようになるが\晚年は ふた 
たびサ□ンの町で過している。 

そして彼が生前に、自分で書いた唯 I の著書が「諸世紀」である。各章おのおの百篇 ずつ 
の四行詩による十二巻の構成だが\木版で二百部しか印刷されなかった甘い か、 現存して 
いるのは二冊\しかも二冊とも本来千二百篇あるべき答の四巧詩が五百篇ほど紛失して いる。 

この「諸世紀」に収められた現存セ百篇の四斤詩がほとんど百％的中しているという大 
予言なのである。 

义豪ゲ I テは、その あま リの的中に驚き「ファウスト」を書いたといわれ\事実、名乍 
「ファウスト」の中にも M テれ脱け出甘\広く開かれた世界へ、 ここに 神秘にみちた本が 
ある。ノストラダムスが手ずから誌した、かの偉大なる本"た。 おまえの、 これからの案内 
役としては、この本が一冊あれば十分ではないか"と書いている。 

ノストラダムスの「諸世紀」の研究は日本よリわ外国が盛んで、数多くの科学者が現在 
も 全世界で その研究を続けている。 

一九九九の年セの月 
空から恐怖の大王が降ってくるだろう 
アンゴルモアの大王を復活さ廿るために 
その前後の期間マルスは幸福の名のもとに支配するだろう 

人類滅 t の予言といわれるこの四行詩は、「諸世紀」の第一〇章第七二篇に収められ ている。 
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突然， 


人緻威 亡へ！ 

1 か^^/ s ：^ タツ li 


たん nff 化腐剂 A F 2の炭帮かク夢の岛附巧に祭お動物 
が群も， r ! 衛除の火炎放射細ぶが出蜘し，滕なの焼減作 
戦を展 I おしたが……こ H が地がおをの始まりだった。 


■ ぶ崇.た 
を義-】す 


© 

火^圈内に蓄積された原子灰は，ゾ卫ット気流に乗って， 
世界各地に集中降下し始めた。火量の放射能汚染じよっ 
て，動物，破物に集聞突然変異が続発，人類の暗い未来 
を暗示した。 


© 

厚いスモッグじ覆われ，暗い，寒い因が続いた或る0， 
地下鉄のトンネルに，々ビがの巨大な植賴が発生した。 





















富 ± 山スパルライン沿いのシラピソの枯死状態。 I 本の道路に 
よつて生物な会と環境のパランスがくずれると大木の死に方の 
オンバレードだ〔富±スバルラインミ毎巧 2. IOOM 〕 



人類は滅亡するか 

植物社会学者 

宮脇 昭 


たしか昨年の十一巧頃\東宝の田中収プ□デ 
ユーサーから突然の電話を受けた。「あなたは 
植物社会の破たんについて研究しているそうだ 
が\人類も滅 t すると思うか。滅亡するとすれ 
ばどのような滅亡のしかたをするか。ぜひ一夜 
教えて欲しい」。私はこの程度の自然破壊や公 
害で一二十セ億の世界の人類も、一億数千万人の 
日本人も、すぐに絶滅することはない。しかし、 
このまま人間が彼等の廿つな的欲望や機能的便 
利さだけを追って\自然の多様性を画 I 化し、 
貧化したなら、す"へての生きものは生命力やお 
抗力を失い、ほんのわずかな自然のわリもどし 
によっても局地的大量死は近い将来にある。す 
でに新しい技術と莫大な資金を集中投資してつ 
くった、本来もっとも快適に生活ができるはず 
の東京湾ぞい、大阪湾ぞいでは数千年来の人間 
の共存者であったモミ ノキ もアカ マツ も、 ホタ 
ルゲンゴ□ウもあつという間に消滅している。 

最近の公害や自然破壊は実は一二百万年この巧 
の自然と巧決し、じやまものは皆殺しにして、 
たとえ廿つな的でも人間"たけがよリよい生活を 
しようとした自然との巧決思想から、自分が健 
全に生きのびるためには、いやな奴とも我まん 
しながら共存しなければならない。巧決から共 
存への意識の変革を、私たちに強要している。 

我々は人間の技術を過信してはならない。死 
んだ材料やエネル半—を変おしての工場製品づ 
くリ、原子爆弾から大都市や医療器具まで\大 
量.画 I 生産は新しい技術や文明をつくリだす 
ことができる。また、時間をストップした現在 
の我々のあらゆる欲望を満足さ廿てくれるとこ 
ろまで進んできているかも知れない。しかし、 
今日も明日も健全に生きのびる ことの 保証につ 
いては今日の科学も医学もあまリにもまだ不十 
分である。世界中の金と科学•技術を全部集め 
ても、人間はまだ一本の雑草も一匹の虫ケラも 


死んだものを生きかえらすこと.はできない。世 
界中の金と医者を全部集めても1110数億人の人 
間の中のたった一人も千年はおろか五百年生か 
すことわできない。 

このような生命のが厳な事実が、ともすれば 
目さきのあやしい欲望やな算に目がくらみ、誰 
一人として、死の瞬間まで、どれほど公害がひ 
どくなろうとも木の緑の自然が消滅するまで、 
まさか自分が死めるとは思っていない。 

しかし、庭の雑草群落でも異常発生した"ハッ 
夕の大群でも生物社会では二一〇数億年の生命の 
歴史が支えた生態学的な自然 n ント □1 ルによ 
って種族の滅亡を防ごうとする。それは局地的 
な大量死である。自然界では、す.へての生物社 
会は最適条件をこえて、せつな的な最高条件に 
達するとき、いや、そのはるか前で大量死という 
大公害作戦によっで種族の滅亡をのがれる。 

田舎のきびしい環境に育った私は、子供の頃 
「踏まれても忍べ道の草」という誌を机の前に 
貼っていた。 しかし、 二〇年間の植物社会、雑 
草群落と環境についての調査結果から確実にい 
えることは、路上やグラウンド上のオオバ n 群 
落は、ある程度人に踏まれているきびしい条件 
が、よリ競を力の強い路傍のチガヤやブタクサ 
にその生育場を侵されない最適条件なのであ 
る。 

すべての生物も、生物社会もテの生長.発展 
の過程は S 字が力—ブをつくる。個人の生長も 
畑の雑草群落も第二次大戦後の日本の社会も、 
はじめの間はゆるやかにしか生長しない、ある 
いはしなかった。しかし、ある程度周囲の条件 
がととのうと急速な量的発展をとげる。一〇代 
二〇代の若者や昭和1110年代から最近までの日 
本の経済成長のように/四〇代、五〇代の人 
間がさらに量的成長をするとすれば肥大成長し 
かなく、体重がふえて、ふとリすぎて生命の危 






日本の GNP 成長を支えた東京湾沿いの産業立地。この 
奥のスモツグの中に2.000巧人の人たちが住んでいる。 


写真資料■宮脇昭氏 


険状態に陥る。では四0代1^上の人は成長をス 
トップして よいのではない。量的成長から知識 
や経験を豊富にする方向への質的成長に転化し 
得た者のみが精神的にも肉体的にも健全に生き 
残る。 

わが国の経済成長、都市や産業立地の膨張、 
自然の利用も、今や量的成長から質的成長への 
転換期にさしかかつている。もし、万物の霊長 
と自負する人間が、除草を止めた畑の雑草群落 
が半年後には大繁茂するが、一二年後にはススキ 
やネザサ類の群落におきかえられて一本もなく 
なるとおなじ愚かさを繰リ返さないためには\ 
今 こそ、 私たちは最高条件を もとめ、 邪魔者を 
皆殺しする文明や技術から方向転換 をし なけれ 
ばならない。 

もし 人間が"ハツタや雑草とおなじように自巴 
規制を働か廿なかつたらどうなるか。 もし 人類 
滅亡をテーマに映画をつくるなら自分"たけは死 
なないと過信している私たち人間に人類の滅亡 
をきたさないための具体的な警告として多くの 
ことを示さなければならない。 

«上は年末の寒い日の夜、新宿の宿で東宝の 
田中友幸、田中収プ□デュ—サー、钟田利雄監 
督、脚本家の八住利雄さんをはじめスタッフの 
方々にスライドを使用しながら話したあらまし 
である。 

映画は見ても、どのようなプ□セスを経て、ど 
のような人種？がつくるのかまつたく知らな 
かつた私は、新宿の一夜が忘れられない。スタ 
ッフー同の熱、心さに小さな畳の部屋は熱気に満 
ちていた。とくにギサギサの長髪の間からラン 
ランと光る钟田監督の眼を見たときに、仕事に 
巧ち込む人間のこわいような美しさに魅廿られ 
た。 

このような人たちによつて作られた「ノスト 
ラダムスの大予言」は私のささやかな願いを入 


れて、単なる見せ物映画でなく、現代に生きる 
すべての人間が\それぞれの立場、能力に応じ 
て、どのよぅにして生きのびることができるか、 
そして、生きることの幸福をしみじみと教えて 
くれる。人間にもっとも深い感動を与えてくれ 
るものは単なるスペクタクルや人工、自然の変 
化や美しさだけではなく、人間で あリ 、人間く 
ささであると、植物屋であるにもかかわらず私 
は過去の経験から信じて いる。 

環境破壊による生物社会の破滅のプ□セスの 
第一期症がは下克上である。一本の観光道路に 
よっ て\多い ときには I 万数千本の大木が枯れ 
た富±山の例を見るまでわなく、一番威張って 
いる、一番競争力の強いものが最初に親子とも 
ども大量死する。しかも、生物社会と環境のバ 
ランスがくずれた ときには 森林に例をとると大 
木の死に方のオンパレードである。この映画が 
つくられる ときにも、 ではどのよぅにして人類 
の破局は訪れるか、が一番問題になった。環境 
の質を変えるほど自然環境が破壊されたとき、 
そこにはあらゆる死に方が一度に噴き出す。 

かつて、鎮守の森や屋敷林、裏山のふるさと 
の森と共存して 二 千年ホこのかぎられた島国で 
固有の文化をきずいてきた日ネ人は\もっとも 
見事に緑の自然と共存してきた世界たぐいない 
民族であった。砂漠化した西欧の文明の中ん地 
^ソポタミア\エジプト、アテネとくらべて見 
るとき、日本の古都奈良、京都、鎌倉は今日ま 
でもっとも自然と共存した都市を形成してい 
る。 

人間の本質的共存者を失い、破壊しつくした 
産業立地、大都市、新都市ブくリの現状を見る 
とき、日本人が、人類が健全に明日を生きのび 
るために、ぜひ多くの方々がこの映画を見て\ 
古くて新しい、間違いのない生き方を考えて戴 
きたい。 



原子灰が最も多量に蜂下したのは，地球上で2番目に 
大きい島，南太平洋のニューギニアだった。国連の第 
1々謂査団は全滅。第2々調蜜固も，想像を絶する異 
常事態に直面した。 



成層圍で続発した SST の事故。そのため，地球を巧 
つていたオゾン常が破攘された。強烈な太腐の紫外線 
は i 也表を直射，動物は灼けただれ，氷山は溶け，海洋 
の水位は急上昇した。 



©大空が 臣大な鑛じ変化 


公害物質が充満した東京の空は、 
全がが反射鏡となり、ま京の街を 
琴した。頭上を圧迫す るよぅ に、 
逆さまな、青緑色の街が憲いかぶ 
さり、発巧する都侯が続出した。 
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大混 5 L の都ホからお出しようと，高速道路は殺到する 
，を辜で身動きもできない 〇 1台が义を吹くと，動くガソ 
^リンタンクは連鎮的に爆発を起こした。高速道路は义 
鱗の帯となってま京ををむ。 

I 豁 — 



米国中西部に集中豪雨が襲った。ロッキー山脈の鉄砲水に続くミ 
シシッピー巧のはん澄は穀倉 i 也帯に大巧擊をあたえ，米国は，食 
糧の輸出はおろか，自給もできなくなった。 



⑩荀； ： ぶまか香媳死の海 

ホ潮は，工場排水などによるプランク.トンの大量死によって起る。 
ホい海は死の海である。毎を奪われた魚は死に，やがてすベての 
生命がなくなる。 
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アイスランドのか河の先端にできた氷河湖。 



現実としての異常気象 

気象庁図書資料管理室 

根本順吉 


日本から見ると\地球のちようど反巧側にあ 
たるチリのサンチャゴでは今年〔一九セ四〕の 
はじめの四十五日間に七五八•ニミリの雨が降 
った。サンチャゴの年降水量は五一四ミリ、一 
巧および二巧の月降水量はそれぞれ九〇ミリ"た 
から、この雨がこの地域としてはきわめて稀な 
現象であることがわかる。四十五日間の最後の 
九日間には実に四六ニミリわ降つたのである。 

一九六九年の九月から十月にかけて、北アフ 
リカのチュニジアでは断続的に強い雨が降リ、 
この時は□—マ時代につくられた石の橋が流さ 
れた。だからおよそ二千年ぶリの大雨というこ 
とになる。死者六百、百万頭 W 上の牛、羊、ラ 
クダが流され\一で本のオリ—ブが水につかっ 
た。この翌年\五月から六巧にかけてはルーマ 
ニアを中んとして大洪水があリ、これらは現代 
の y アの洪水と言われた。 

一九六一一一年一巧の世界的な異常気象のときは、 
ポ—ランドのワルシャワで月平巧気温が平年よ 
リ十度も低く、反巧にカムチャッカ北部では十 
二度も高くなった。今年のはじめ南極大陸の中 
央にあるボストク基地ではマィナス十八度にな 
ったが、この場所の一巧平均気温はマィナス S 
十一一度、したがって平年よリ十四度も高い高温が 
観測された。また南極大陸の沿岸部のエンダビ 
I ランドでは 同じころ プラス十 セ〜 八度と いう 
高温を観測した。今までの沿岸部における高温 
の記録プラス化•五度をはるかに上回る。 

毎年\世界各地に起こっているこのような異 
常気象の例をあげることは容易であるが、その 
特長は異常気象の定義でいう so 年に一回3下 
の稀な現象という、一応の定義をはるかに越え 
て、何百年、何千年、ものによっては何万年に一 
度という稀な状態として起こつていることである。 

中国の研究者達のように、このような異常の 
起こることが、むしろ気候の常態であるという 
見方もある。しかしこれは病気をするのが、人 
間の常というようなもので、このような見方を 
したからといつて異常気象の正体が解明された 


わけではない。病気がなぶ起こったかが問われ 
るように、なぜ異常気象が起こったかがやはリ 
問題になるであろう。 

私は最近における異常気象は、気候がをわリ 
めに来ていることの、 I つの現われであると思 
う。あるいは反対に異常気象を伴いながら\気 
候は変っていくものと考えるのがよいのかもし 
れない。 

前世紀の終わリから\今世紀の五〇年代にか 
けて\我われは気候的にみると、きわめて温暖 
な時代に生れた。この時期を十六世紀なホつづ 
いた小氷期が終わったあとの後小氷期と考える 
人もいる。この恵まれた条件下で人口は増え\ 
産業は盛んになリ、食糧は増産された。 

この温暖な時代も、一九五〇年代になって世 
界の寒冷化が明瞭になるにつれ不明瞭となリ\ 
1^後気候の遷移期間に入ることになる。そして 
六〇年代の後半頃から、全球的な地球の寒が期 
が明瞭になリはじめた。 

温暖期\寒が期および遷移期をそれぞれ A 、 
B 、 C とすると\ C の期間は A 、 B 両方の性質 
が共存する時期にあたる。 A のレヴェルからみ 
ると非常に稀な状態も、 B のレヴ H ルからみる 
限リ至極あたリ前のことになる。何千年に I 度 
という稀な現象は A というレヴェルから見る限 
リ、そうなのであつて、 B のレヴェルからみる 
なら、ごく普通の状態となる。 

異常気象が目立っていることは、したがって、 
われわれをとリ卷く気候条件が新しい体制に入 
リつつあることを意味している。それは今まで 
のように恵まれた環境ではなく、自然条件とし 
ては、過酷なものである。中国の人達がいうの 
はこのような変化のあることを常態と見越して、 
自力更生によつて増産にはげむということであ 
ろう。 

現在、入リつつある寒が期の実態と今後の見 
通しについて、次に考えてみよう。地球の寒冷 
化は高緯度〔化緯五〇度：^化〕ほど顕著で\早 
い時期に始まっている。低絳度ほど寒が化のは 






じまる時期はおそく、振幅が減少していく。 

気温の低下が最も著しい場所は北極海中部に 
あるフランツ . m セフ島で、ここでは年平巧気 
温が十年間に二度\冬だけの気温は実に五•セ 
度 も 下つている。海庭からの コアー •サンプル 
等によつて古い時代の気候を推定してみると、 
氷河期と間氷期の間の気温の差はあまリにも小 
さいのに驚くのであるが、これにくらべるとフ 
ランツ•ヨセフ島の気温低下は著しい。数十年 
このよぅなが態がつづけば、その場所は容易に 
氷河期と同じ条件になるであろぅ。 

極地の寒冷化は一九六〇年代までは東半球側、 
すなわち シベリア 北岸にかたよつていたが、セ 
〇年代に入リ\カナダ側の低下も著しくなつて 
きた。極地の寒気の拡大にともなわれ、この寒 
気の周囲をめぐる寒帯前線帯は南下し、そのた 
めィ丰リス付近では西風の吹く割合いが次第に 
減少していつた。春に例年斤なわれる大西洋横 
断の ヨット•レー スの気象条件もまるで変わつ 
てきた。 

極地寒冷化の影響は寒帯前線帯を越え、さら 
にその南で地球をとリかこむ亜熱帯高気圧を南 
に変移廿しめている。半球的にほぼを常的に存 
在するこの高気圧圏内は晴天に恵まれているた 
め\砂漠地帯となつているが\高気圧帯の南下 
にと わなわれ、砂漠地帯が南に移つてゆく。こ 
の最も著しい例はアフリカのサハラ砂漠周辺に 
みられる。 

サヘルとはアラビア語で岸辺を意味するが、 
化アフリカでは沿海の丘陵地帯を形成する地帯 
が、また熱帯アフリカではサハラ砂漠の南側の 
地域がサへリアンにあたる。この南側のサヘリ 
アンの地域に著しく干ばつ傾向がつづいている。 
サへリアンはモリターニア、 I r シエール河の湾 
曲部、チャド湖をへて、さらにハルツーム地方 
を含むスーダン中央部をへて紅海に達している 
が、年間雨量一二百〜五百ミリのこの地帯に著し 
い干ばつがつづいている。サヘル六ケ国で二十 
五万、エチオピアでほぼこれと同数の餓死者が 


出ておリ、牛の被害は S 五〇巧頭に達している。 
国連事務総長のクルト•ヴァルトハィムは「おそ 
らく今から世紀末までのうちに、砂漠の拡大の 
結果、アフリカの地図から兰ヶ国ないし四ヶ国 
が消滅するおそれがある」とのべている。 

日本付近はどうか。他の文明諸国にくら"へ低 
絳度にあリ、海にかこまれている島国の気候の 
変化は、他の地域よリ遅れ、六〇年代になってか 
ら寒が化の傾向がはっきリしてきた。日本付近 
はまた世界有数の季節風地帯であるため、季節 
風の消長が\気候帯の移動に伴なわれた気候の 
変化を修飾することになる。山本武夫教授が歴 
史時代の気候を解巧した結果明らかにしたこと 
は日本の異常厳冬期は暖冬期にはさまれて突発 
的にあらわれるのに巧し、夏のがぷ期と多雨期 
は長期にわたつて継続していることである。 一 
化五〇年代と六〇年代には日本では異常暖冬が 
つづいたが、世界気候の寒が化がさらに進めば\ 
淀川や隅田川が凍結したような十九世紀はじめ 
の厳冬期をむかえることになるであろう、という。 

異常気象や気候のを動の原因、またその将来 
の見通しについては様々な学説があリ、必ずし 
も定説に定着しているわけではないが、現象そ 
のわのは、まぎれもない事実としてあらわれて 
おリ、これが地球上にみちあふれた四〇億に近 
い人間の生活を構造的に大きく左右している。 
われわれは気候変動や異常気象の問題を学問的 
にほリ下げていかねばならないが、他面、臨床 
的問題として、その影響までも含めて実態を正 
確に把握し巧処してゆかねばならない。 

カナダの気候学者ヘア—は「一九セニ年のよ 
うな年〔世界的に不作の年であった〕がーニ年15 
上つづけば、そのようなが態に巧して世の現在 
の人口が耐えうるとは思わない」とのべている。 
地球の寒が化は、はじまって間もなく、早急に 
この回復が望めめとすれば、人類がこのような 
環境の悪化に巧してむかえる危機は高々二十年 
1$内のことであろう。われわれは重病の患者を 
放置するわけにはいかない。 






⑩ 

餓死するか？戦って死ぬか？…食糧危機は、遂にミサィ 
ル戦争を勃発させた。世界の各都市は死滅しても、なお 
かつ各圃のミサィルは、ォートマチックじ発射され続け 
ていた。すべて撃らみすまで…… 






















人類は自然じ還れ 

丹波哲郎 



『ノストラダムスの大予言』の映画化につ 
いて\昨年、田中友幸プ□デュ—サ—から話 
があったとき、私は双手をあげて賛成した。 
々絶巧に映画化すべきだ、もし、これが大ヒッ 
卜したなら、あなたの肖像が各国の貨帶にな 
リますよ"と、冗談とわ本気ともつかず言っ 
たことを憶えている。なぜなら、現在の日本 
の高度経済成長から起こっている種々の公害 
問題、そこから起こる異常現象、さらには、 
過密した人口問題\そして\それらは当然、 
食糧危機へと結びつき、今や日本が世界に先 
がけ、真っ先に人類の破局へと向ってころが 
リ落ちているからである。 

今日\東宝が、 この 作品をとリあげ、映画 
化したことは\人類滅 t を救うという一つの 
警鐘として\日本ばかリではなく、世界的に 
意義がある こと だと堅く信じている。 このこ 
とは我々、映画人としても、今まで世話にな 
つてきた日本、ならびに社会に巧し少しでも 
貢献できたら本望"たし\また、できると確信 
している。 

私自身、子供の頃から"一九九九年セの 
月空から恐怖の大王が降ってくる，という 
ノストラダ<5スの予一一一日を何かで知って、大変 
興味を持つていた。しかし、それが何である 
かは判然としなかつた。それが現在、水爆で 
あるとも、世界ミサイル戦争であるとも、さ 
らには公害であるとも言われているが\各界 
の学者の説によればこの I 九九化年の二十五 


年後を待たずして日本は、滅亡する可能性が 
充分に秘められているという。日本の経済機 
構から見れば、農地が四〇%、保有食糧が一 
年分\大部分が海外からの輸入農産物に頼つ 
ているのが現状とされている今日、それらの 
輸入食糧が公害による異常気象などによつて 
停止した場合、食糧危機が起こリ、遂には予 
言とは関係なく、日本は十年、十五年後\テ 
れよリもつと早い時期にパニック状態が起 
こるかも知れない。今、この映画が封切ら 
れるということは、大へん幸いなことである。 
というのも、このまま\十年、十五年と経つ 
てしまつてからではもう遅い。もうどうにも 
止めようがないからである。しかし、現時点 
でならば、少しでもストップすることが出来 
るかも知れない。たとえストップ出来なくて 
も\何かしらブレ—キをかけ、あと二十五年 
で滅びまるという人類の*:命を、五〇年、百 
年先へと延ば廿るのではないか。 

いずれにしても、このように人類が過密状 
態になつていつたのでは、人類の幸福が広げ 
られるということは先行き望み薄である。テ 
れならば、一日でも、二日でも、先へ先へと 
人類の滅亡を押しやリながら、滅亡などと言 
われていることに巧し、大手を広げて阻止し 
少しでも自然に還リながら\生きているとい 
うことへの幸福感を味わいたいものだ。少な 
くとわ我々の一人一人がテういう努力をしよ 
ではないか。 




ブランクトンの大量死によるホ潮の発生は漁民たちの生まを 
破滅させた。 



迫り来る飢餓 

食生態学者 

西丸震散 


日本人が豊かな生活にひたリきつているとき、 
いくら食物がなくなる、心配を叫んでも、いままで 
ほとんど効果がなかつたけれども、生活の基盤の 
ひとつである石油が\ごくたあいもなく需給を乱 
され\テれにつれて日常生活に大変動が起こる こ 
とを身をもつて体験さ甘られたあとは\さすがに食 
精の危機が出てきたら、石油どころではないたいへ 
んなことになるぞ\という感覚が一般化してきた。 

□ I マクラブの警告や人口会議の決議などの廿 
いか、人が食糧危機を論ずるとき、それの原点を 
人口増加と結びつける傾向がある。 

だからその危機は二十年も先に出てくる話とし 
て身近かなものとなし得ないで、まだまだ大丈夫 
なのだとを、心しようとする。 

日本よリも：：<候の変動を先恥リしている アフリ 
力 諸国を見たまえ。あの 国ぐにの 人口 增 加はそれ 
こそ爆発的に進斤するとされている後進国型のも 
ののはずで、それ"たからこそ紀元 二 千年には七十 
億人の地球人口になると計算されているのだが、 
現実にはどうか。 

±地から水分をめきとられ、砂漠化が急速に進 
んで食べるわのがなくなつていくと、弱いわの\ 
乳幼児から小化\老人という順序でこの世から消 
えさせられ、いまや一::歳までの子供はひとリも見 
当らない地域さえも出現しはじめた。 

人口増加どころか\ガタ減リがはじまつている 
の"た。生存環境に変異が起こる とき、 それを先取 
リしたところから順に人口減少がはじまるのが原 
則てあつて、今のままでどんどん人口"かふえ続け\ 
全体が丰リ半リまで進んだところでガタッと破局 
をむかえるというようなものの考え方をしてはな 
らない。 

ィナゴや野ネズミの異常大発生はそういう形を 
とるものだが\人間のばあいは部分的に時間をず 
ら廿てテれが起こリ\地球上に人間がウズをまく 
までふえてしまうということにはならない。 

しかし現在の人類一二十セ億というのは、 もう 現 


時点でも異常大発生といつていい。 

この人間を重量換算すると一億六千万トンにな 
る。自然状態でこれだけふえた動物はかつて 一 度 
もなかつたほどの量である。 

この人間がす"へて穀類を食べて生きる動物であ 
るのなら\無水物換算で七億トンの穀類があれば 
生きていける。現在地球上では十億トン余の穀類 
をまとした農業生産物が穫れているから、まだか 
なリゆとリがあるように見られる。 

ところが、人間はまずい雑穀を食べたいとは思わ 
す\おいしい肉類をよリ多く食べようと願望する。 
テのために重量にしてセ億トンもの家畜を飼育す 
るようになつた。 

このうちには、もちろん人間が直接食べる こと 
のできない牧草などを食べて、たとえ効率がわる 
くても人間の口にはいるうまい食物に変わる家畜 
もあるけれ ども、 文明国で飼うブタのように、人 
間用として活用できる雑穀をベラボウに食べるも 
のがある。 

この家畜を人間に換算すると二十億人分くらい 
になる。つまリいま地球上には人間の意志で勝手 
に食べさしているものを加える と、 人間が五十た 
億人ばかリ生きている勘{おになるわけだ。 

人口が六十億\セ十億になつたら破局というの 
は\じつは何十年も先のことではなくて、現在が 
もうその段階になつている。 

日本のブタが食"へている雑穀は\アフリカの住 
民に迴されているなら、かれらは餓死しないでも 
すんだはずのもので、アフリカ住民の死を日本人 
は遠いところの無関係なできごととして気にもせ 
ず、自分のところでは少なくとも当分はそうなら 
ないものと信じているが、かれらの食べるべきわ 
のを取リ上げて\自分のブタにやつて しまつ てい 
るともいえるわけ"たから\われわれの目の前では 
食物が奪われ、餓死さ廿られているのが見えない 
だけのことで\知らん顔をしていられるならば、 
その仕打ちは人道主義を口に出せる ような もので 
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あるかどぅか。 

気候帯の変動は、地球全体に進んでいるもので 
あリ、たまたまアフリカが悪化の先取リをさ甘ら 
れているのであるから、日本がそれに無縁で逃げ 
きれるものではない。 

現在の異常気象は、その原点までさかのぼると、 
極地の寒が化に斤き着く。北極の寒気団が張リ出 
廿ば、その南縁にある極前線帯は南へ押し下げら 
れ、順ぐリに気候帯を赤道に向つてずらされる。 

化部アフリカの砂漠が南へ移動してきたのもそ 
のためで、たまたま北側に悪いものが隣接してい 
た不幸な地の住民が不毛の地に急変した故郷を捨 
て、肉親を切リ捨てて南へと落ちのびる ことにな 
つた。 

日本は 一二 千年らい、豊葦原のミズホの 国と なつ 
ていたが\その豊富な水分の供給はこの気候帯の 
ズレによつて絶たれる方向へ進んでいる。夏場の 
水補給に役立つてきた台風は、その発生源が高圧 
帯に変わリやすくなつて、めつたにホてくれなく 
なる。台風災害は減るかもしれない"か\農産物に 
とつて台風の水が絶たれることは、そのまま旱魅 
に直結して枯死につながる。 

すべての旱魅の周期が重なる一九セ五年を中ん 
として、これから数年間の旱害は、おそらく日本 
の食糧自給率を破壊的なところまで低下させるで 
あろぅ。世界共通の気候帯変動は、すべての地の 
生産量を低下さ甘ることになリ、食糧輸出国は次 
第に輸出能力を失い、輸入国に転落していく。 

四周を海にかこまれ、気候変動にクッシヨンを 
きかせられている日本に住んで ウッカリして いる 
あいだに、食糧を輸出してくれている国はだんだ 
ん変調度を増大さ廿てきた。 

工業化だけで立国する態度を決めた日本は\農 
業をを楽死へ追いやつて、農村からの労働力を都 
市工場へ吸収する体質に変容し、そのためには農 
ネ主義を根絶やししようと巧車をかけている。食 
糧自給率を高めようというのはかけ声ばかリで、 


畑に肥はかけられなくなった。 

ア>リカは気候帯のズ レに よって大雨の降リや 
すい地となるが、幸廿にも世界では最後まで食糧 
増産の可能な地域である。かれらは利口にも、こ 
れから先の世界制圧には食糧の確保によるのが最 
良の策であることを自覚し、今までの減反、生産 
調整政策を大増産型に切リかえた。 

ところが今からこれを大々的にやると\さしあ 
たっての数年間は農産物がダブついて巧撃をこう 
むる。その期間、文句もいわずにいくらでも買って 
くれる国は、第一が日本だ。日本は自分の食う分を 
自分で作ることをやめたからだ。そこで農務長官 
は日本へ売リ込みにやってきた。食糧はいくらで 
も売るから、どんどん買ってほしい。もう二度と大 
豆シヨツクのようなことはしないと。そして日本 
の政•官界はぞムしきってしまった。だが世界の飢 
餓が進行するとき、アイリカはこのときとばかリ 
都合のいい国へ向けてだけ食糧を売リつけていく。 

そのとき\日本はもはやアイリカにとって役目を 
終えた存在となる。いくら高くてもいいから恵ん 
で下さいといってみても、もうお宅へ廻すゆとリ 
はないから\わるく思わんでくれよ、でチヨン"た。 

売るときは相手に恩をき廿て、効果があるほ 
うに重点を置く。肋けてやる場合は血嫁のつな 
がリが強いほうを優先する。つまリソ連やイ半リ 
スへ向けないではすまないわけで\いくら日本が 
ひがんでみてわ、日本とア^リカとでは血のつな 
がリはゼ□に近い。 

こうして 今から 一一 一年もア^リカ頼みで農村破壊 
を続けると、今でも立ちなおリの困難な日本の農 
業は、絶巧に生きかえることができなくなる。 

あのときのアフリカの民の姿が、数年後の、わ 
ずか数年後の日本の自分たちの姿そのままであっ 
たとわかったとき、もはやかなリの人が悪あがき 
のできない善人ゆえに淘汰されたあとであリ\な 
ぜ早く気がつかなかったのかと後悔のホゾをかむ 
ばかリ。鳴呼/ 



































科学とチ言 

前衛科学評論を 

斎藤守弘 



これはノストラダムスの予言の秘密に関係す 
ることなのだが\じつは私自身、しばしば予言 
者あつかいされて閉口するのである。 

どういう事かというと、某巧某日\拙宅を訪 
れた某大学の学生に迫られた。 

「ぜひとも\ご秘蔵の予言機械を見廿ていただ 
きたい。たしかにあるはずです。隠さないで、 
ぼくに"たけ見甘てください」 

てんからテう思いこんで一一一時間もねばられた 
の"たから、マ イッ タ。 

勿論、テんな機械はあるはずがない。といっ 
ても、少なくとも私自身は所有してないという 
だけのことで"たとえばアイリカ最大のシンク- 
タンクの 一つである S 民 I など、 ひそかに巨大 
コンピユ ー タ—による「予言機械」の開発をすす 
めているとか。そんな嗔を耳にしないでもない.。 

昨今のような一寸先は闇の世の中。実際にそ 
んな超機械があるのなら、それにすがリたくな 
るのも、なるほど人情だろうが、ともあれ、もっ 
かのところは嘘わ隠しもなく、そんな重宝な機 
械を私は所有してないのである。 

では、なぜその大学生は\そんな妄想をいだ 
いたのだろうか。 

一つには、私の書き散らす文章にも責任があ 
るのかわしれない。なぜかといえば、あまリ時 
流にとらわれない私自身のナマの想念を述べる 
ことにしているからだ。 

その時々の時流と思われるものは、じつは本 
当の時流でなく、私にいわ廿れば二、一二年前の、 
あるいは五、六年前の社会の深層の、心理がよう 
やく あらわれ表面化したにすぎず、現在はすで 
に、それとは違ったで向のべつの社会的深層、心理 
がうごめいているはずであリ、それさえ誤リな 
くつかめば\今後二、三年、あるいは五、六年先 
にどんな社会変化、世相のハプニングが起こるか 
を、ある程度、正確に予言できるは"すなのである。 

つまリ\私が予言者と勘違いされるのは、ど 
うやら生きた社会のこの深層把握からくる前衛 


性の廿いらしい。思うに、おそらく四百年前の 
近代の夜明けの頃に生れたノストラダムスも、 
これと同じ手法を用いて、その神秘的な大予言 
をおこなつたのではなかろうか。 

近代の夜明けの頃に生れたからこそ\後の世 
のだれよリも深く、近代社会を生みだし、つき 
動かすその深層ん理\テの長所と欠陥をすみず 
みまで知悉していた。そして、その認識にもと 
ずいて、世の中を不断に生成していくその原理 
を未来に向かつて展開することによリ\二十世 
紀における二度の世界大戦、独裁者ヒットラ— 
の滅亡、原子爆弾の投下、宇宙開発の始まリな 
どを、はなはだ大雑把にだが\予言できたとい 
えなくちない。 

いいかえれば、今日の世につながる近代 ml 
□ッパの誕生の時代、そこにはらまれる全可能 
性を分析し、その後の全歩みから終末までをク 
— ルな透徹した眼で見めいた。 

いわば生れたばかリの赤ん坊を見て\その全 
生涯の運命と死にざままでを予言するようなも 
のだ。しかし、これはひじようにすぐれた人間 
観察眼のある人なら\生れたばかリの赤ん巧か 
らその成人後の運命を予言することはじつさい 
可能なのであリ、たとえば、ィ半リスでは生れ 
たばかリの赤ん巧の手相を n ンピユータ—にか 
けて分析することによリ、赤ん坊の成人後に患 
らうその病歴を、ある程度予言できるところま 
で達している。 

そもそも科学とは\そういうものなのである。 
すべて人間の社会、物質の自然界を含めて、こ 
の世のすべてを生みだしている根本のもの、す 
なわち法則性をさぐリだすことに\その全精力 
をついやしているのであつて、ひとたび「法則」 
を手にいれれば、少なくともそれに関連した現 
象の未来は正確に予言できる。 

科学の本質はまさしく予言なのであリ、ふつ 
う考えられるほど\科学と予言とは相反しない 
のである。 







だが、神ならめ身の人間、巧能ではない。 

むろん、ノストラダムスにしても巧能ではな 
い。そこから科学による予言ではおおいきれな 
い予期廿ざるもの、人知をはずれた予想外なも 
のが生じるスキができる。そういうものを一ま 
とめにして\超科学現象とよぶのである。今の 
科学のワクを越えたもの、あるいは今の科学の 
限界を越えたものという意味にほかならない。 

とはいいながら\そうした現象はけつしてた 
だの SF 的空想ではなく、すべて実際に起こった 
出来事としてちやんと記録されているのであっ 
て\近年、じよじよに増加の傾向にある。 

そのいくつかの例をあげれば、近ごろ火山脈 
のとおってないはずの東京の地下のあちこちか 
ら四〇度の温泉？"か嗅き"たしたリ、奥多摩の青 
梅では樹齡一二百年のケヤキの木が夜な夜な気味 
悪い声をだして泣いたリ、また\赤道直下のマ 
レ ー シヤでは太陽が一二つ現われるという空中怪 
現象の一種が起こった。 

これらの怪現象がいったい何を暗示するのか。 
まだよく判っていないにしても、今まで長い間 
生きてきた私たちのまわリの大地\空\植物な 
どに\なんか大きな異常が生じはじめた徴候で 
あることは否定できないようだ。 

そうした今までの科学の予例からはずれた異 
常現象のいくつかを、この映画の中でも取リ入 
れているが、それが一見、いかに荒唐無稽に見 
えようとも、 すべて、 れっき とした事実に基づ 
いているのであリ、今後とも実際に、あるいは 
むしろ もつ と大規模に起こリうること"たという 
ことを、ここにあらためて強調しておきたい。 

問題は、いつ、それが起こるのかということだ。 

しかしながら\ そうした 正確な期日の予言と 
なると、残念ながら科学はほとんどお手上げと 
いうほかはない。それができるのは否応なく I 
つし かないのである。科学的にはまだ神秘の領 
域にとざされているが、その存在は確認されて 
いる人間の不思議な超能力「予知」の力だ。 


日本でわ昔から虫の知ら甘とか、不吉な前兆 
とかいわれる予知のふしぎが知られていたが、 
最近では\これを実験的に超ん理学とよばれる 
学問にように研究している。 

アイリカのデュ—ク大学、 J . B •ライン博± 
が中んとなリ、人間だれにでも潜在するという 
神秘な力 ESP 〔円 xtra , iSensory Perception 
の略、超感覚知覚〕の能力を調べるのだが、そ 
の力のあらわれのひとつとして、未来に起こる 
事を前もって知る力——予知能力のふしぎを研 
究しているのである。 

そんな力がはたして人間にあるのか、という 
人には、アリカの有名な水晶占い師.シ I ン* 
ディクソン夫人のケネディ大統領暗殺事件予知 
の例を挙げよう。 

夫人はじつに十一年前、まだ若きケネディが 
大統領に選出される前から、その運命の死をく 
リ返し予言していたのである。 

一九 五二 年雨のそぼふる日。教会で、ホワイ 
トハウスの上にとけ落ちる数字クー九六の 
幻を見、この年選出される若い民主党大統領は 
死めという幻聴を聞いた。 

一九六一一一年夏、棺がホワイトハウスにかつぎ 
こまれる 幻を見、国葬で帰ってく ると 予言。 

一九六 一一 一年十一月二十日。この時はじめてケ 
ネディ大統領が狙い射ちされて死めことがわか 
った。テキサス旅行を中止す るよう 電話したが、 
出発したあとだった。 

一九六 一一 一年十一巧二十二日、暗殺の当日「今 
日、あれが 起こる」 と友人につげた。 

まったく見事な ESP 予知というほかない。 

はたしてノストラダムスも、こうした超能力 
的予知の力によって、二十世紀の諸事件やらそ 
の壊滅的な世来末を予言したのだろうか。 

ノストラダムスが当時\占星術師であリ\医 
者であリ、そして科学的素養が豊かだったこと 
は知られているが、同時に ESP 的な予知能力 
に恵まれていたかどうかは、今だ明らかでない。 






地巧を死の星じするな/ 

今こそ人類の英知を/ 

『日本沈没』〔小松左京著〕を映画化して大ヒ 
ットを飛ばした田中友幸プ□デューサ—は、一 
九九九年セ月——あと二十五年後に迫ったク大 
予言 A の言う人類滅亡の日にヒントを得てこの 
強烈な"へスト•セラーの映画化に乗リ出したが、 
さて、この予言集にはシナリオ執筆に必要なス 
卜—リ ー" かない。スト— リー がないから、これ 
から起こるであろうと予測される現象の資料的 
裏づけが大変。 

このため\スタッフは「日本沈没」でも試み 
たように、学究者の協力を仰ぎ、二十数時間に 
及ぶレクチャ—を受けて、作業の万全を期した。 
田中友幸ブ□デュ—サ—は 
「「1九九九年に人類が滅亡するということに 
はこだわらない。先生たちの研究されている科 

学的デ—夕—を集めると、一九九九年どころか、 

テれまでに人類が滅 t する可能性さえあるんで 


す。人間の化した罪悪の報いで しよう。 滅じの 
要素には、①超化学スモッグ②ミサィル戦争③ 
すい星などによる天体の衝突による地球の消滅 
等が挙げられますが\このうち\人間が欲望の 
ために自然現象の破壊を斤い\テこから起こる 
異常気象、公害、汚染などを中ムに"人間はこ 
れでいいのか、いまからでも遅くない、英知を 
集めて人類の未来を守ろう"という警鐘にした 
い。といっても、映画テのものは娛楽ですから 
いい意味で面白い、見せ物にしたい。 アッと驚 
ろく幻想的な場面、恐怖の未ホ図をお見廿しま 
す」と語っている。 

特撮映画巧を版じ/ 

張切るスタッフたち 

この映画は大特撮映画だけに、準備もお八立も 
日本映画ではケタはずれ。「日本沈没」の製作 
費を上廻る六億五千万円。そのうち特撮"たけに 
二億五千万円が使われている。「なにしろ\ "日 
本沈没"と違って人類の経験したことのない現 
象を表現するのだから大変です。水爆実験でも 
するような慎重さを要しますね」とは中野昭慶 
特撮監督の弁。 

苦ムの特撮場面の撮影をステ—ジからひろっ 
て見ると- 

「寒天」綠動員のク赤潮襲来々 

東宝の撮影所で一番大きい第九ステージ半分 
〔八百三〇平方メ—トル〕に作られた赤潮の海。 
この原料は m — カンにして実にセ〇で本分に相 
当する寒天である。この寒天探しにスタッフは 
東京中を走リ廻った。この寒天を溶かしてステ 
—ジー杯に流し込み、スプレーでブル—と赤か 
っ色で吹きつけて完成。文章に書けば簡単な I 
シーンも、わずか二\ーニ〇秒の画面に特撮スタ 

ッフ八〇人が一週間わかかる汗みどろの苦、心が 

ひそんでいる。 













異常気まで原子力発電所大爆発/ 

色、煙、爆発力、火炎とそれぞれ異なる性質 
を持っ火薬を調合して\魔法ビンにっめ、ミニ 
チュアの下にうめる。爆発と同時に強風も送リ 
込んでビルや木造建築を一瞬に吹き飛ばす。こ 
れとは別に撮影した光、煙、大気の移動、キノ 
n 雲"たっ巻き等をオプティカルプリンタ—〔合 
成機械〕で合成する。わずか1110秒のこのシ—ン 
にしめて二千万円也。 

地球がホる/氷河期が目前じ 

地球に充満したスモッグは太陽光線をさえぎ 
リ、地表の温度が急激に下リ出す。南海は突如 
氷結し、客船は海に釘づけにされる。氷河期に 
入る地球の前兆である。 

寒天の海に発泡スチ □1 ル、二十五トンもの 
氷を運び込み、一部のスタッフは連日かき氷の 
製造に精を出す。それをステ—ジに散らしたが、 
どうも質感に乏しい。そこで雲巧をちリばめて 
本物らしくなる。然し突然の気象を化だから当 
然濃霧も発生する。これは熱湯をかけたらたち 
まち濃霧が発生。これをクレーンで撮影する。 
やっと〇 • K 。 準備ーヶ月、撮影に一二週間\し 
めて経費二千万円なリ「大予言」とはお金のか 
かるちのである。 

ク恐怖の大王が降って くる々 

地球最後の日は、世界的な食糧危機に端を発 
した某国同志のミサイル戦争で、っいに地球は 
自滅の日を迎えるという設定。 

千五百平方イートルのステージに砂漠と山岳 
地带、ミサイル基地をミニチュアで作る。ミニ 
チュアのミサイルといっても、全長二米という 
からちよつとした□ケット並み。 

このミサイルを1110発用意、リハーサルのあ 
と六本が本番で発射された。 

スタッフが発射ポタンを巧すと、内部の特殊 


^愛の儀式 


火薬が爆発。ミサィルはズズ—ンとにぶい発射 
音と共にゆっくリ上昇、ピアノ線の弾道に乗っ 
てスピ—ドを上げる。スタジオは発射するミサ 
ィルと敵陣から巧ち込まれたミサィルの煙でも 
うちう。 

人類の終末を告げる大事な場面だけに費用も 
一一一千五百万円という大規模なものだった。 

昏八夕 uL 弓 

弓；ブ 910 K ホ 

由美かおる 

"和製モンとは由美かおるの愛称だが、 
彼女はこの映画で\滅びゆく人類の運命に逆らい、 
子供を産む決、心を固め、澄みきったち光の海辺 
で、変人の力>ラマン•黒沢年男と巧厳にして 
熱烈な愛の儀式をする。 

『同棲時代』で強烈なヌード美を見せた彼女 
が『しなの川』に続いて 一 二度目のラブ*シ I ン。 
撮影は軽いキス.シーンから始まリ、二人が結 
ばれるまで、延々六時間。 

「とにかくきれいな肌ですね。びっくリした。 
由美ちやんがピンナップ伽1のゆえんが納得出 
ホました」と黒沢年男が感激すれば\日活時代 
『夜の蓄薇を消廿』で由美かおるを演出した钟 
田監督は、 

「あの頃はまだ十六歳であどけなかった。よく 
成熟したかの魅力を出せるほど成長したね」し 
きリに感、心。 

一方\彼女は「わう一二回目"たからハ"タカには 
ナレたろうつていわれるけれど、ハ"タカには出 
来たらなリたくない…：とつても恥ずかしいの。 
いつまでもかわいい女でいたい」という。バレ 
エで鍛えめいた1ぃ叫が 、 W • §8の美事な股 
体を毛布に包んで本当に恥ずかしテう"たった。 

でも、彼女の役はバレエ教室の先生。二人の 
愛を SI う幻想的なバレエ.シーンや子供たちに 
レツスンをつける由美ちやんは、得意の踊リを 
楽しそうに踊つていた。 











アフリカマリ*トンブッ 
クー 近郊を ラク ダで □ケ八 
ンする筆者 ► 



▲ニジェールァガンデス近くの遊牧民部落。 
見渡すかぎリのかつての巧が干上っている 
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占巧.遵み;';辕辨ミ壤な奢撼巧を幾结離效馨な苗占を:蟲茲を造 


'I姆, 


◄ニューギニアゴ□力近 
郊にて現地人の'。やさしい 
人々と共に 


法:価200円 


义巧とは巧だろう 


西アフリカで五百で人が餓死/ 

ニジエールでは人口の S 分の一が死亡/ 

などという話は、実際に現地に巧ってみるまでは 
どうしても実感としてピンと来なかった。 

一九六八年来旱魅のたゆ毎年十八巧も南下し 
ているといわれるサハラ砂漠の南側では、百パ— 
t ント家畜を失った村人や遊牧民が、水と食糧を 
求ゆて南へ南へと旅を続け、 ir シエールの主都二 
アメイの周辺にはいくつもの難民キャンプが出来 
ている。彼等は、破れたヒツジの皮を張り合わせ 
た粗末なテントの下でひしめき合いながら、週 一 
回の僅かな赤十字の救援物資でかろうじて露命を 
つないでいる。ナザレというキャンプの人々は、 

一一千軒もの砂漠を一二月かかって歩いて来たという。 
出発した時には一二千人いたのが無事たどりついた 
のは千人だけ、実に一二分の二が飢えと疲労で倒れ 
砂漠の±と化してしまったの•た。ツアレヴ族のマ 
イガというおばあさんからその話を聞いた時、国 
の人口の一二分の一が餓死したということの悲惨さ 
が、具体的事実としてのしかかって来た。 

マイガは、四日間何も食べていないというのに、 
一言わ愚痴をこぼさないし、ものをくれとも言わ 
ない。逆に、炎熱にあぶられた顔の黒い瞳をうる 
ませて、昔のように羊をつぶしてお前にご馳走し 
てやれないのが大変悲しいという。テの言葉を聞 
いた時、この老婆の驚くべきむのやさしさに触れ 
て愕然とした。マイガが書いてくれたたどたどし 
いタマシ H ツク語の別れの文は、今でも ノート の 
片隅に残つている。 


監督 

巧野義光 

厳しい自然に耐えて生きる強固な存在感と、人 
間としての暖か味——文明の利器一つない荒野で 
素晴らしい文明人にゆぐリ会った思いがした。 

ニユー ギニアでは、ポートモレス ビー からゴロ 
力へ飛んだ。ゴロカ周辺では、幸の前方に大ブタ 
小ブタがやた6と出没ずる。もしブタを礫いたら 
一目散に逃げること、さもなければあなたは叩き 
殺されると、出発前にカンタス航空の人に言われ 
ていた。現地人はそれ程ブタを大切にしている。 

ブタニ頭と五十ドルあれば嫁さんが賞えるという。 
女たちは、同じ小舎でブタと寝起きしている。その 
現象だけを見て非文明的♦たといいきれるかどうか。 

西部山を地帯では今でもペニスケースーつで暮 
している種族がある。白人の探検家が真似をして 
一糸纏わめ姿でつき合おうとしたら、たちまち捕 
えられて送還されてしまった。 

彼等にとってペニスブースはタキシードにも匹 
敵するもの•たったのだ。 

アフ U 力でもそうだったが、ニューギニアの現 
地人たちは実に親切で人なつっこい。が等につき 
合えば実に気分のいい連中だ。彼等は彼等なリに 
長い文化の歴史と誇りを持っている。 

人間味から言った6いわゆる文明人よりも遥か 
に豊かなのではなかろうか。 

荒廃した現在の日本の精神風±を思う時、いわ 
ゆる未開人の生きざまのなかにこそ我々が学ぶベ 
き多くのわのがあるようじ思われる。 

筆者は「大予言」海外ロケ監督とし^ 
てニユーギニア、 アフリカを 訪問」 











ちかごろ、小さなことにでも感激する心 
力巧す I られているような気がします。自 
然とふれあったり、音楽に心ゆさぶられ 
たり、もっともっと感 i 飲ある日々をがリ 
にしようではありませんか。日本鋼管は 
身近な生活にゆたかさを広げています。 

人を豊かにし 


人と人の語らいを実らせ 

人迫が拽斌こする 



事業所 - 福山製鉄所福山市鋼管町1を地干720 清水造船所清水市兰保387を地の1干424 
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前略。 _ 

久しぶりに、大自然のふところに 
抱かれてきました . 
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